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○

海
上
運
送
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
（
抄
）

（
職
権
の
委
任
）

第
四
条

法
第
四
十
五
条
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
は
、
次
に
掲
げ
る
職
権
と
す
る
。

一

一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
、
特
定
旅
客
定
期
航
路
事
業
、
貨
物
定
期
航
路
事
業
又
は
不
定
期
航
路
事
業
（
本
邦
の
港
と
本
邦
以
外
の
地
域
の
港
と
の
間
又
は
本
邦
以

外
の
地
域
の
各
港
間
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
船
舶
運
航
事
業
を
除
く
。
）
に
関
す
る
法
第
二
章
（
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
職
権

二

法
第
三
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
職
権

三

法
第
三
十
八
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
職
権

四

法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
章
（
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
職
権

２

（
略
）

３

法
第
四
十
五
条
の
四
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
運
輸
支
局
又
は
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
若
し
く
は
運
輸
支

局
の
事
務
所
の
管
轄
区
域
内
に
所
在
す
る
船
舶
に
関
す
る
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
権
と
す
る
。

○

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
（
抄
）
（
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
条
文
）

（
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
の
許
可
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

三

航
路
の
起
点
、
寄
港
地
及
び
終
点
、
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
船
舶
、
係
留
施
設
そ
の
他
の
輸
送
施
設
の
概
要
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
事

業
計
画

３

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
あ
つ
て
は
、
前
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
小
型
船
舶
に
よ
る
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
人
材
の
確
保
及

び
資
質
の
向
上
に
関
す
る
計
画
（
次
項
及
び
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
「
安
全
人
材
確
保
計
画
」
と
い
う
。
）

４
～
７

（
略
）

第
二
章
の
二

安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
及
び
運
航
管
理
者
資
格
者
証
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第
一
節

安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
及
び
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
等

（
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
）

第
三
十
二
条
の
三

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
試
験
に
合
格
し
、
か
つ
、
運
航
管
理
者
と
し
て
の
実
務
の
経
験
そ
の
他
の
当
該
各
号
に
掲
げ
る
試
験
の
区
分

に
応
じ
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
輸
送
の
安
全
に
関
す
る
実
務
の
経
験
を
有
し
て
い
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
資
格
者
証
を
交
付
す
る
。

一

総
合
安
全
統
括
管
理
者
試
験

総
合
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証

二

大
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
試
験

大
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証

三

小
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
試
験

小
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証

２

総
合
安
全
統
括
管
理
者
試
験
は
、
人
の
運
送
を
す
る
船
舶
運
航
事
業
に
お
け
る
安
全
統
括
管
理
者
の
職
務
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣

が
行
う
。

３

大
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
試
験
は
、
小
型
船
舶
以
外
の
船
舶
の
み
を
そ
の
用
に
供
す
る
人
の
運
送
を
す
る
船
舶
運
航
事
業
に
お
け
る
安
全
統
括
管
理
者
の
職
務
に
関

し
必
要
な
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
。

４

小
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
試
験
は
、
小
型
船
舶
の
み
を
そ
の
用
に
供
す
る
人
の
運
送
を
す
る
船
舶
運
航
事
業
に
お
け
る
安
全
統
括
管
理
者
の
職
務
に
関
し
必
要
な
知

識
及
び
能
力
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
。

（
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
を
行
わ
な
い
場
合
）

第
三
十
二
条
の
四

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
総
合
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者

証
、
大
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
又
は
小
型
船
舶
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
（
以
下
「
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
行
わ
な
い
。

一

十
八
歳
に
満
た
な
い
者

二

第
三
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

三

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

（
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
）

第
三
十
二
条
の
五

安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
は
、
二
年
と
す
る
。

２

前
項
の
有
効
期
間
は
、
そ
の
満
了
の
際
、
申
請
に
よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
安
全
統
括
管
理
者
と
し
て
の
職

務
を
行
う
に
当
た
り
必
要
な
事
項
に
関
す
る
最
新
の
知
識
及
び
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
（
以
下
「
安
全
統
括
管
理
者
講
習
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
第
三
十
二

条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
安
全
統
括
管
理
者
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
も
の
を
修
了
し
た
と
認
め
る

と
き
で
な
け
れ
ば
、
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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（
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
）

第
三
十
二
条
の
六

国
土
交
通
大
臣
は
、
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く

処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
）

第
三
十
二
条
の
七

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
試
験
に
合
格
し
、
か
つ
、
旅
客
船
に
船
長
と
し
て
乗
り
組
ん
だ
経
験
そ
の
他
の
当
該
各
号
に
掲
げ
る
試
験
の

区
分
に
応
じ
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
の
運
航
に
関
す
る
実
務
の
経
験
を
有
し
て
い
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
資
格
者
証
を
交
付
す
る
。

一

総
合
運
航
管
理
者
試
験

総
合
運
航
管
理
者
資
格
者
証

二

大
型
船
舶
運
航
管
理
者
試
験

大
型
船
舶
運
航
管
理
者
資
格
者
証

三

小
型
船
舶
運
航
管
理
者
試
験

小
型
船
舶
運
航
管
理
者
資
格
者
証

２

総
合
運
航
管
理
者
試
験
は
、
人
の
運
送
を
す
る
船
舶
運
航
事
業
の
用
に
供
す
る
船
舶
に
係
る
運
航
管
理
者
の
職
務
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
大
臣
が
行
う
。

３

大
型
船
舶
運
航
管
理
者
試
験
は
、
人
の
運
送
を
す
る
船
舶
運
航
事
業
の
用
に
供
す
る
小
型
船
舶
以
外
の
船
舶
に
係
る
運
航
管
理
者
の
職
務
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
能

力
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
。

４

小
型
船
舶
運
航
管
理
者
試
験
は
、
人
の
運
送
を
す
る
船
舶
運
航
事
業
の
用
に
供
す
る
小
型
船
舶
に
係
る
運
航
管
理
者
の
職
務
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
能
力
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
。

（
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
を
行
わ
な
い
場
合
）

第
三
十
二
条
の
八

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
総
合
運
航
管
理
者
資
格
者
証
、
大

型
船
舶
運
航
管
理
者
資
格
者
証
又
は
小
型
船
舶
運
航
管
理
者
資
格
者
証
（
以
下
「
運
航
管
理
者
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
行
わ
な
い
。

一

第
三
十
二
条
の
四
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者

二

第
三
十
二
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

（
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
）

第
三
十
二
条
の
九

運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
は
、
二
年
と
す
る
。

２

前
項
の
有
効
期
間
は
、
そ
の
満
了
の
際
、
申
請
に
よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
運
航
管
理
者
と
し
て
の
職
務
を
行
う

に
当
た
り
必
要
な
事
項
に
関
す
る
最
新
の
知
識
及
び
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
（
以
下
「
運
航
管
理
者
講
習
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
第
三
十
二
条
の
四
十
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
同
条
第
二
項
及
び
第
三
十
二
条
の
四
十
一
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
登
録
運
航
管
理
者
講
習
機
関
」
と
い
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う
。
）
が
実
施
す
る
も
の
を
修
了
し
た
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
）

第
三
十
二
条
の
十

国
土
交
通
大
臣
は
、
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分

に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
土
交
通
省
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
二
条
の
十
一

安
全
統
括
管
理
者
資
格
者
証
及
び
運
航
管
理
者
資
格
者
証
の
様
式
及
び
再
交
付
に
関
す
る
事
項
、
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
各
号
及
び
第
三
十
二
条

の
七
第
一
項
各
号
の
試
験
の
科
目
及
び
受
験
手
続
並
び
に
安
全
統
括
管
理
者
講
習
及
び
運
航
管
理
者
講
習
の
科
目
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

（
職
権
の
委
任
）

第
四
十
五
条
の
四

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
行
う
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
さ
れ
た
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
運
輸
支
局
長
又
は
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
若
し
く

は
運
輸
支
局
の
事
務
所
の
長
が
行
う
。

３

（
略
）

○

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
十
三
号
）
（
抄
）

（
乗
組
み
基
準
）

第
五
条

法
第
十
八
条
第
一
項
の
乗
組
み
基
準
は
、
別
表
第
一
各
号
の
表
（
以
下
「
配
乗
表
」
と
い
う
。
）
の
船
舶
の
欄
に
掲
げ
る
船
舶
（
小
型
船
舶
以
外
の
船
舶
に
限

る
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
配
乗
表
の
船
舶
職
員
の
欄
に
定
め
る
船
舶
職
員
と
し
て
、
配
乗
表
の
資
格
の
欄
に
定
め
る
資
格
（
そ
の
資
格
が
別
表
第
一
第
三
号
の
表
の
船
橋

当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
又
は
機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
級
海
技
士
（
航
海
）
又
は
三
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
を
含
む
。

）
又
は
こ
れ
よ
り
上
級
の
資
格
に
つ
い
て
の
海
技
免
許
を
受
け
た
者
を
乗
り
組
ま
せ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

履
歴
限
定
を
し
た
海
技
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
職
の
船
舶
職
員
と
し
て
で
な
け
れ
ば
、
配
乗
表
の
船
舶
職
員
の
欄
に
定
め
る
船
舶
職

員
と
し
て
乗
り
組
ま
せ
な
い
こ
と
。

二

船
橋
当
直
限
定
又
は
機
関
当
直
限
定
を
し
た
三
級
海
技
士
（
航
海
）
又
は
三
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
に
つ
い
て
の
海
技
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
別
表

第
一
第
三
号
の
表
の
運
航
士
以
外
の
配
乗
表
の
船
舶
職
員
の
欄
に
定
め
る
船
舶
職
員
と
し
て
乗
り
組
ま
せ
な
い
こ
と
。

三

機
関
限
定
を
し
た
海
技
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
船
舶
が
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
種
類
の
機
関
を
有
す
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
配
乗
表
の
船
舶
職
員
の
欄

に
定
め
る
船
舶
職
員
と
し
て
乗
り
組
ま
せ
な
い
こ
と
。
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四

船
舶
の
設
備
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
限
定
を
し
た
海
技
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
船
舶
が
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
設
備
を
有
す
る
と
き
そ
の
他
そ
の

船
舶
の
航
行
が
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
適
合
し
て
い
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
配
乗
表
の
船
舶
職
員
の
欄
に
定
め
る
船
舶
職
員
と
し
て
乗
り
組
ま
せ
な
い
こ
と
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
一
第
五
号
の
表
の
船
舶
職
員
の
欄
に
定
め
る
船
舶
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
通
信
長
」
と
い
う
。
）
と
し
て
乗
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
者
が
、
別
表
第
一
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
表
の
船
舶
職
員
の
欄
に
定
め
る
船
舶
職
員
（
以
下
「
船
長
等
」
と
い
う
。
）
と
し
て
乗
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
す
る
資
格
に
応
じ
、
通
信
長
の
職
と
船
長
等
の
職
の
う
ち
一
の
職
と
を
兼
ね
る
船
舶
職
員
と
し
て
乗
り
組
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
等
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
七
条

法
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
（
法
第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
等
に
関
す
る
読
替
え
）

第
八
条

法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
十
七
条
の
四
及
び
第
十
七
条
の
九

第
十
七
条
の
二
第
一
項

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
一
項

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

第
十
七
条
の
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
規
程

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
規
程

第
十
七
条
の
六
第
二
項

登
録
海
技
免
許
講
習
の
実
施
方
法
、
登
録
海
技
免
許

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶
操
縦
者
の
教

講
習

習
の
方
法
、
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶

操
縦
者
の
教
習

第
十
七
条
の
八
第
二
項

登
録
海
技
免
許
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶
操
縦
者
の
教

習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
四

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の

四
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登
録
海
技
免
許
講
習
を

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶
操
縦
者
の
教

習
を

第
十
七
条
の
十
一
並
び
に
第
十
七
条
の
十
五
第

第
四
条
第
二
項

第
二
十
三
条
の
十
第
一
項

一
号
及
び
第
四
号

第
十
七
条
の
十
一
第
一
号

第
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
十
七
条
の
十
一
第
二
号

第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七
条
の
七
ま
で
、
第
十
七

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の

条
の
八
第
一
項
又
は
次
条

五
か
ら
第
十
七
条
の
七
ま
で
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項
又

は
第
十
七
条
の
十
二

第
十
七
条
の
十
一
第
三
号

第
十
七
条
の
八
第
二
項
各
号

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の

八
第
二
項
各
号

第
十
七
条
の
十
一
第
四
号

前
二
条

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の

九
及
び
第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
十
五
第
二
号

第
十
七
条
の
五

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の

五

第
十
七
条
の
十
五
第
三
号

第
十
七
条
の
七

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の

七

第
十
七
条
の
十
五
第
四
号

第
十
七
条
の
十
一

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の

十
一

（
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
等
に
関
す
る
読
替
え
）
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第
九
条

法
第
二
十
三
条
の
三
十
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
十
七
条
の
四
の
見
出
し
、
第
十
七
条
の
七
（

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務

見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
の
十
か
ら
第

十
七
条
の
十
二
ま
で
、
第
十
七
条
の
十
三
第
一

項
及
び
第
十
七
条
の
十
四

第
十
七
条
の
四

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
操

縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以

下
「
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務
」
と
い
う
。
）

第
十
七
条
の
四
及
び
第
十
七
条
の
九

第
十
七
条
の
二
第
一
項

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
の

二
十
六
第
一
項

第
十
七
条
の
五
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
、
第

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機
関

十
七
条
の
七
か
ら
第
十
七
条
の
十
二
ま
で
、
第

十
七
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
十
七
条
の
十
四

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
の

二
十
六
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

第
十
七
条
の
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
規
程

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務
規
程

第
十
七
条
の
六
第
一
項

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務
の

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
四

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
四
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第
十
七
条
の
十
一
、
第
十
七
条
の
十
四
並
び
に

第
四
条
第
二
項

第
二
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
二
第

第
十
七
条
の
十
五
第
一
号
及
び
第
四
号

三
項
第
三
号

第
十
七
条
の
十
一
第
一
号

第
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
の

二
十
六
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
十
七
条
の
十
一
第
二
号

第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七
条
の
七
ま
で
、
第
十
七

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
五

条
の
八
第
一
項
又
は
次
条

か
ら
第
十
七
条
の
七
ま
で
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項
又
は

第
十
七
条
の
十
二

第
十
七
条
の
十
一
第
三
号

第
十
七
条
の
八
第
二
項
各
号

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
八

第
二
項
各
号

第
十
七
条
の
十
一
第
四
号

前
二
条

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
九

及
び
第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
十
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び

海
技
免
許
講
習
の

操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の

第
十
七
条
の
十
五
第
五
号

第
十
七
条
の
十
四
及
び
第
十
七
条
の
十
五
第
三

第
十
七
条
の
七

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
七

号第
十
七
条
の
十
四
及
び
第
十
七
条
の
十
五
第
四

第
十
七
条
の
十
一

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十

号

一

第
十
七
条
の
十
五
第
二
号

第
十
七
条
の
五

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
五
第
五
号

前
条

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
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四

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
一
項

前
条

第
二
十
三
条
の
二
十
九

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
二
項
第
二
号

第
二
十
三
条
の
二
十
八

第
二
十
三
条
の
三
十

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
二
項
第
三
号

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶
操
縦
者

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務

の
教
習
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
小
型
船
舶
教

習
事
務
」
と
い
う
。
）

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
登
録
簿

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
登
録
簿

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項
第
二
号

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶
操
縦
者

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機
関

の
教
習
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
小
型
船
舶
教
習
実

施
機
関
」
と
い
う
。
）

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項
第
三
号

登
録
小
型
船
舶
教
習
所

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項
第
四
号

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務

第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
二
項

前
二
条

第
二
十
三
条
の
二
十
九
及
び
第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い

て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
の
二
十
六

（
乗
船
基
準
）

第
十
条

法
第
二
十
三
条
の
三
十
一
第
一
項
の
乗
船
基
準
は
、
別
表
第
二
の
表
の
小
型
船
舶
の
欄
に
掲
げ
る
小
型
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
資
格
の
欄
に
定

め
る
資
格
に
つ
い
て
の
操
縦
免
許
を
受
け
た
者
を
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
乗
船
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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一

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
又
は
二
級
小
型
船
舶
操
縦
士
の
資
格
に
係
る
操
縦
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
操
縦
免
許
を
受
け
て
い
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
法

第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
客
の
輸
送
の
用
に
供
す
る
小
型
船
舶
に
、
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
乗
船
さ
せ
な
い
こ
と
。

二

技
能
限
定
を
し
た
操
縦
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
小
型
船
舶
が
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
区
域
の
み
を
航
行
し
、
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
大
き
さ
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
出
力
の
推
進
機
関
を
有
す
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
乗
船
さ
せ
な
い
こ
と
。

三

小
型
船
舶
の
設
備
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
限
定
を
し
た
操
縦
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
小
型
船
舶
が
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
設
備
を
有
す
る
と
き
そ

の
他
そ
の
小
型
船
舶
の
航
行
が
そ
の
限
定
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
適
合
し
て
い
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
乗
船
さ
せ
な
い
こ
と
。

第
十
一
条

機
関
長
に
係
る
法
第
二
十
三
条
の
三
十
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
小
型
船
舶
は
、
帆
船
以
外
の
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
区
域
を
航
行

す
る
も
の
と
し
、
機
関
長
に
係
る
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
こ
れ
に
、
機
関
長
と
し
て
、
六
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
又
は
こ
れ
よ
り
上
級
の
資
格
に
つ
い
て

の
海
技
免
許
を
受
け
た
者
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

２

通
信
長
に
係
る
法
第
二
十
三
条
の
三
十
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
小
型
船
舶
及
び
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
五
条
に
規
定
す
る
乗
組
み
基
準
の
う
ち
通
信
長
に
係

る
も
の
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。

別
表
第
一
（
第
五
条
関
係
）

配
乗
表
の
適
用
に
関
す
る
通
則

１

２
及
び
５
か
ら
８
ま
で
に
定
め
る
船
舶
以
外
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
の
表
及
び
第
二
号
の
表
を
適
用
す
る
。

２

法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
船
舶
（
７
及
び
８
に
定
め
る
船
舶
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
号
の
表
㈠
の
表
、
㈡
の
表
、
㈢
の
表
又
は
㈣
の
表
を
適
用
す
る
。

３

無
線
電
信
設
備
（
モ
ー
ル
ス
符
号
を
送
り
、
若
し
く
は
受
け
る
無
線
電
信
又
は
船
舶
安
全
法
及
び
船
舶
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十

五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
四
条
第
二
項
（
同
法
第
二
十
九
条
ノ
七
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
無
線
電
話
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
に
施
設
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
）
を
有
す
る
船
舶
（
４
に
定
め
る
船
舶

を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
１
又
は
２
に
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
四
号
の
表
を
適
用
す
る
。

４

船
舶
安
全
法
第
四
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
九
条
ノ
七
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
無
線
電
信
又
は
無
線
電
話
（

以
下
「
無
線
電
信
等
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
船
舶
（
１
又
は
２
に
定
め
る
船
舶
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
五
号
の
表
を
適
用
す

る
。

５
・
６

（
略
）

７

航
行
の
用
に
供
さ
れ
な
い
船
舶
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
八
号
の
表
を
適
用
す
る
。

８

引
か
れ
て
航
行
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
第
九
号
の
表
を
適
用
す
る
。

９
～

（
略
）

14
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一
・
二

（
略
）

三

法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
船
舶

㈠

船

舶

船

舶

職

員

資

格

法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令

船
長

一
級
海
技
士
（
航
海
）

で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
船
舶

一
等
航
海
士

二
級
海
技
士
（
航
海
）

二
等
航
海
士

三
級
海
技
士
（
航
海
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）

一
等
機
関
士

二
級
海
技
士
（
機
関
）

二
等
機
関
士

三
級
海
技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

備
考１

運
航
士
（
三
号
職
務
）
と
は
、
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
運
航
士
を
い
う
。
（
㈡
の
表
、
㈢
の
表
及
び
㈣
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

２

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
と
は
、
そ
の
海
技
免
許
に
つ
い
て
船
橋
当
直
限
定
を
し
た
三
級
海
技
士
（
航
海
）
の
資
格
を
い
い
、
機
関
当
直
三
級
海
技
士
（

機
関
）
と
は
、
そ
の
海
技
免
許
に
つ
い
て
機
関
当
直
限
定
を
し
た
三
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
を
い
う
。
（
㈡
の
表
、
㈢
の
表
及
び
㈣
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

「

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海
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技
士
（
機
関
）

３

こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

と
あ

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

」

「

「

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

運
航
士
（
一
号
職
務

技
士
（
機
関
）

る
の
は
、

又
は

運
航
士
（
一
号
職
務

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

運
航
士
（
二
号
職
務

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

」

運
航
士
（
二
号
職
務

）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

」

４

運
航
士
（
一
号
職
務
）
と
は
、
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
運
航
士
を
い
い
、
運
航
士
（
二
号
職
務
）
と
は
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
務

を
行
う
運
航
士
を
い
う
。
（
㈡
の
表
、
㈢
の
表
及
び
㈣
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

㈡

船

舶

船

舶

職

員

資

格
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法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令

船
長

一
級
海
技
士
（
航
海
）

で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
船
舶

一
等
航
海
士

二
級
海
技
士
（
航
海
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）

一
等
機
関
士

二
級
海
技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

備
考

「

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

技
士
（
機
関
）

と
あ
る
の
は

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

」

「

「

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

運
航
士
（
三
号
職
務
）
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技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

運
航
士
（
一
号
職
務
）

技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
一
号
職
務
）

、

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

、

運
航
士
（
二
号
職
務
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

」

運
航
士
（
二
号
職
務
）

「

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

又
は

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

」

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機

海
）

海
）

海
）
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と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
）

関
）

関
）

」

㈢

船

舶

船

舶

職

員

資

格

法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令

船
長

一
級
海
技
士
（
航
海
）

で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
船
舶

一
等
航
海
士

二
級
海
技
士
（
航
海
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）

一
等
機
関
士

二
級
海
技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

備
考

「

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

と
あ
る
の
は
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運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

」

「

「

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

運
航
士
（
一
号
職
務
）

技
士
（
機
関
）

、

又
は

運
航
士
（
一
号
職
務
）

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

」

運
航
士
（
二
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

」

㈣

船

舶

船

舶

職

員

資

格

法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令

船
長

一
級
海
技
士
（
航
海
）

で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
船
舶

運
航
士
（
四
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機

関
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）
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運
航
士
（
五
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
機
関
）
及
び
船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

海
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

備
考１

運
航
士
（
四
号
職
務
）
と
は
、
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
運
航
士
を
い
い
、
運
航
士
（
五
号
職
務
）
と
は
、
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
職
務

を
行
う
運
航
士
を
い
う
。

「

運
航
士
（
四
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機

関
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）

２

こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

と
あ
る

運
航
士
（
五
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
機
関
）
及
び
船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

海
）

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

技
士
（
機
関
）

」

「

「

運
航
士
（
四
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機

運
航
士
（
四
号
職
務
）

関
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）

機
関
長

の
は
、

、

運
航
士
（
五
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
機
関
）
及
び
船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

一
等
機
関
士

海
）
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運
航
士
（
三
号
職
務
）

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
一
号
職
務
）

」

「

二
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機

一
等
航
海
士

二
級
海
技

関
）

機
関
長

一
級
海
技

一
級
海
技
士
（
機
関
）

、

運
航
士
（
五
号
職
務
）

二
級
海
技

二
級
海
技
士
（
機
関
）

海
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

運
航
士
（
三
号
職
務
）

船
橋
当
直

技
士
（
機
関
）

技
士
（
機

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直

」

「

士
（
航
海
）

運
航
士
（
四
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

機
関
）

士
（
機
関
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）

士
（
機
関
）
及
び
船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

、

一
等
機
関
士

二
級
海
技
士
（
機
関
）

三
級
海
技
士
（
航
海
）
及
び
機
関
当
直
三
級
海

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

関
）

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

三
級
海
技
士
（
機
関
）
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」

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

「

技
士
（

一
等
航
海
士

二
級
海
技
士
（
航
海
）

機
関
長

一
級
海
技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
五
号
職
務
）

二
級
海
技
士
（
機
関
）
及
び
船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航

又
は

海
）

と
読
み
替
え
る
こ
と

運
航
士
（
一
号
職
務
）

船
橋
当
直
三
級
海
技
士
（
航
海
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

運
航
士
（
二
号
職
務
）

機
関
当
直
三
級
海
技
士
（
機
関
）

」

」

が
で
き
る
。

五

無
線
部

㈠

旅
客
船

船

舶

船

舶

職

員

資

格

国
際
航
海
に
従
事
し
な

無
線
電
信
等
の
船
上
保
守
を
行
わ
な
い
も
の

通
信
長

三
級
海
技
士
（
電
子
通
信
）

い
旅
客
船

無
線
電
信
等
の
船
上
保
守
を
行
う
も
の

通
信
長

二
級
海
技
士
（
電
子
通
信
）

国
際
航
海
に
従
事
す
る

Ａ
１
水
域
又
は
Ａ
２

無
線
電
信
等
の
船
上
保
守
を
行

通
信
長

三
級
海
技
士
（
電
子
通
信
）

旅
客
船

水
域
の
み
を
航
行
す

わ
な
い
も
の

る
も
の

無
線
電
信
等
の
船
上
保
守
を
行

通
信
長

二
級
海
技
士
（
電
子
通
信
）
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う
も
の

Ａ
３
水
域
又
は
Ａ
４

無
線
電
信
等
の
船
上
保
守
を
行

通
信
長

三
級
海
技
士
（
電
子
通
信
）

水
域
を
航
行
す
る
も

わ
な
い
も
の

の

無
線
電
信
等
の
船
上
保
守
を
行

通
信
長

一
級
海
技
士
（
電
子
通
信
）

う
も
の

備
考

「
無
線
電
信
等
の
船
上
保
守
」
と
は
、
船
舶
安
全
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
省
令
の
規
定
に
よ
る
船
上
保
守
で
あ
つ
て
、
無
線
電
信
等
に

つ
い
て
講
じ
る
も
の
を
い
う
。
（
㈡
の
表
及
び
㈢
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

別
表
第
二
（
第
十
条
関
係
）

小

型

船

舶

資

格

特
殊
小
型
船
舶

特
殊
小
型
船
舶
操
縦
士

沿
岸
小
型
船
舶

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
又
は
二
級
小
型
船
舶
操
縦
士

外
洋
小
型
船
舶

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士

備
考１

特
殊
小
型
船
舶
と
は
、
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
そ
の
構
造
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

２

沿
岸
小
型
船
舶
と
は
、
特
殊
小
型
船
舶
以
外
の
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

一

近
海
区
域
又
は
遠
洋
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
小
型
船
舶
以
外
の
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
、
沿
海
区
域
の
う
ち
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
区
域
の
み
を
航
行
す
る

も
の

二

母
船
に
搭
載
さ
れ
る
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

三

引
か
れ
て
航
行
す
る
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

３

外
洋
小
型
船
舶
と
は
、
特
殊
小
型
船
舶
及
び
沿
岸
小
型
船
舶
以
外
の
小
型
船
舶
を
い
う
。
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○

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
抄
）
（
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
四
号
）

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
条
文
）

（
海
技
士
の
免
許
）

第
四
条

（
略
）

２

海
技
免
許
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
海
技
士
国
家
試
験
（
以
下
「
海
技
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
、
か
つ
、
そ
の
資
格
に
応
じ
人
命
救
助
そ
の
他
の
船
舶
職
員

と
し
て
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
必
要
な
事
項
に
関
す
る
知
識
及
び
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
（
以
下
「
海
技
免
許
講
習
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
第
十
七
条
及

び
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
登
録
海
技
免
許
講
習
」
と
い
う
。
）
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
。

３

（
略
）

（
登
録
の
要
件
等
）

第
十
七
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
が
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
海
技
免
許
講
習
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
施
設
及
び
設
備
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
者
に
よ
り
海
技
免
許
講
習
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二

年
を
経
過
し
な
い
者

二

（
略
）

三

法
人
で
あ
つ
て
、
登
録
海
技
免
許
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

３

第
四
条
第
二
項
の
登
録
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

二

登
録
海
技
免
許
講
習
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

三

登
録
海
技
免
許
講
習
の
種
類

四

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

（
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）
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第
十
七
条
の
四

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
及
び
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法

に
よ
り
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
七
条
の
五

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
は
、
第
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
規
程
）

第
十
七
条
の
六

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の
開
始
前
に
、
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
登
録
海
技
免

許
講
習
事
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
規
程
に
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
の
実
施
方
法
、
登
録
海
技
免
許
講
習
に
関
す
る
料
金
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の
休
廃
止
）

第
十
七
条
の
七

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
十
七
条
の
八

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度

の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人

の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
十
一
条
の
四
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）
を
作
成

し
、
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
海
技
免
許
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

二

前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

三

財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も

の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

四

前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
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面
の
交
付
の
請
求

（
適
合
命
令
）

第
十
七
条
の
九

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
が
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施

機
関
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

第
十
七
条
の
十

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
が
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機

関
に
対
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
海
技
免
許
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
七
条
の
十
一

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
四
条
第
二
項
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期

間
を
定
め
て
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二

第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七
条
の
七
ま
で
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
十
七
条
の
八
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四

前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
四
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
海
技
免
許
講
習
の
実
施
）

第
十
七
条
の
十
四

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
が
い
な
い
と
き
、
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全

部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
、
第
十
七
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
第
二
項
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関

に
対
し
登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
登
録

海
技
免
許
講
習
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
海
技
免
許
講
習
の
実
施
に

関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
示
）

第
十
七
条
の
十
五

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
条
第
二
項
の
登
録
を
し
た
と
き
。
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二

第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。

三

第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。

四

第
十
七
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
第
二
項
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
業
務
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

五

前
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
海
技
免
許
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
と
き
、
又
は
自
ら
行
つ
て
い
た
海

技
免
許
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
。

（
船
舶
職
員
の
乗
組
み
に
関
す
る
基
準
）

第
十
八
条

船
舶
所
有
者
は
、
そ
の
船
舶
に
、
船
舶
の
用
途
、
航
行
す
る
区
域
、
大
き
さ
、
推
進
機
関
の
出
力
そ
の
他
の
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
関
す
る
事
項
を
考
慮
し
て

政
令
で
定
め
る
船
舶
職
員
と
し
て
船
舶
に
乗
り
組
ま
せ
る
べ
き
者
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
乗
組
み
基
準
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
船
長
及
び
船
長
以
外
の
船
舶
職
員
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
海
技
免
状
を
受
有
す
る
海
技
士
を
乗
り
組
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
資
格
の
海
技
士
を
指
定
さ
れ
た
職
の
船
舶
職
員
と
し
て
乗
り
組
ま
せ
、
か
つ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
又
は
期
限
が
付
さ
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
又
は
そ
の
期
限
内
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
登
録
の
要
件
等
）

第
二
十
三
条
の
二
十
六

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
に
係
る
特
定
操
縦
免
許
講
習
が
、
次
の
表
の
上
欄
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
の
全

て
を
用
い
て
、
同
表
の
下
欄
の
各
号
に
掲
げ
る
講
師
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

施

設

及

び

設

備

講

師

の

条

件

一

講
義
室

一

十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

実
習
水
域
（
実
習
期
間
中
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
占
用
す

二

過
去
二
年
間
に
特
定
操
縦
免
許
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
第
三
項
第
三
号
及
び
第

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）

二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
「
特
定
操
縦
免
許
講
習
事
務
」
と
い
う
。
）
に
関
し
不
正

三

実
習
用
小
型
船
舶

な
行
為
を
行
つ
た
者
又
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
こ
れ

四

水
路
図
誌

ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
若

五

航
海
計
器

し
く
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ

六

操
舵
設
備
、
係
船
設
備
及
び
航
海
用
具

と
。

だ

七

救
命
器
具

三

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

八

信
号
装
置

イ

五
級
海
技
士
（
航
海
）
の
資
格
若
し
く
は
五
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
若
し
く
は
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九

国
際
信
号
旗

こ
れ
ら
よ
り
上
級
の
資
格
に
係
る
海
技
免
許
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
当
該
海
技
免
許
を

十

国
際
信
号
書

受
け
た
後
一
年
以
上
船
舶
職
員
と
し
て
船
舶
に
乗
り
組
ん
だ
履
歴
を
有
す
る
も
の
又
は

十
一

危
険
物
に
よ
る
事
故
の
際
の
応
急
医
療
の
手
引
書

こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

十
二

教
育
に
必
要
な
模
型
、
掛
図
、
書
籍
そ
の
他
の
教
材

ロ

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
の
資
格
に
係
る
特
定
操
縦
免
許
（
技
能
限
定
及
び
履
歴
限
定

が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
一
年
以
上
小
型
船
舶
操
縦

者
と
し
て
小
型
船
舶
（
特
殊
小
型
船
舶
を
除
く
。
）
に
乗
船
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

備
考

上
欄
中
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
設
備
は
、
模
型
、
掛
図
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
設
備
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
（
第
四
号
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
登
録
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

四

小
型
船
舶
の
製
造
、
輸
入
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
」
と
い
う
。
）

に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

登
録
申
請
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
が
そ
の
親
法
人
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八
百
七
十
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
親
法
人
を
い
う
。
第
二
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
二
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ロ

登
録
申
請
者
の
役
員
（
持
分
会
社
（
会
社
法
第
五
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。
第
二
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
）
に
占
め
る
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は

職
員
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。
）
の
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

登
録
申
請
者
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
権
を
有
す
る
役
員
）
が
、
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
小
型
船
舶
関
連
事
業

者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。
）
で
あ
る
こ
と
。

３

前
条
の
登
録
は
、
登
録
特
定
操
縦
免
許
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二

特
定
操
縦
免
許
講
習
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

特
定
操
縦
免
許
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
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（
登
録
の
更
新
）

第
二
十
三
条
の
二
十
七

第
二
十
三
条
の
二
十
五
の
登
録
は
、
三
年
以
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ

て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

（
略
）

（
準
用
）

第
二
十
三
条
の
二
十
八

第
十
七
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
十
五
ま
で
の
規
定
は
、
登
録
特
定
操
縦
免
許
講
習
機
関
、
特
定
操
縦
免
許
講
習
及
び
特
定
操
縦
免
許
講
習
事
務

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
登
録
の
要
件
等
）

第
二
十
三
条
の
三
十

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

一

別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
小
型
船
舶
教
習
所
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

条
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
者
に
よ
り
教
習
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
、
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
に
支
配
さ
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

イ

登
録
申
請
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
が
そ
の
親
法
人
で
あ
る
こ
と
。

ロ

登
録
申
請
者
の
役
員
（
持
分
会
社
に
あ
つ
て
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
）
に
占
め
る
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
小
型
船

舶
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。
）
の
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

登
録
申
請
者
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
権
を
有
す
る
役
員
）
が
、
小
型
船
舶
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
小
型
船
舶
関
連
事
業

者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。
）
で
あ
る
こ
と
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二

年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
二
十
三
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三

法
人
で
あ
つ
て
、
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶
操
縦
者
の
教
習
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
役
員
の

う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

３

第
二
十
三
条
の
十
第
一
項
の
登
録
は
、
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号



- 27 -

二

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型
船
舶
操
縦
者
の
教
習
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
小
型
船
舶
教
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
種
類

四

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
（
登
録
の
更
新
）

（
登
録
の
更
新
）

第
二
十
三
条
の
三
十
一

第
二
十
三
条
の
十
第
一
項
の
登
録
は
、
三
年
を
下
ら
な
い
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ

て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
準
用
）

第
二
十
三
条
の
三
十
二

第
十
七
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
十
三
ま
で
及
び
第
十
七
条
の
十
五
（
同
条
第
五
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
、
登
録
小

型
船
舶
教
習
実
施
機
関
及
び
登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
登
録
）

第
二
十
三
条
の
三
十
三

第
二
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
二
第
三
項
第
三
号
の
登
録
は
、
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り

行
う
。

（
準
用
）

第
二
十
三
条
の
三
十
四

第
十
七
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
十
五
ま
で
の
規
定
は
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
、
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
を
行
う
者
及
び
登
録
操
縦
免

許
証
更
新
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
第
二
十
三
条
の
三
十
及
び
第
二
十
三
条
の
三
十
一
の
規
定
は
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
並
び
に
第
二
十
三
条
の
十
一
に

お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
二
第
三
項
第
三
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
中
「
別
表
第

四
の
上
欄
に
掲
げ
る
小
型
船
舶
教
習
所
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
五

の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
を
用
い
て
、
同
表
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
小
型
船
舶
操
縦
者
の
乗
船
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
三
条
の
三
十
五

船
舶
所
有
者
は
、
そ
の
小
型
船
舶
に
、
小
型
船
舶
の
航
行
す
る
区
域
、
構
造
そ
の
他
の
小
型
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
関
す
る
事
項
を
考
慮
し
て
政

令
で
定
め
る
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
小
型
船
舶
に
乗
船
さ
せ
る
べ
き
者
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
乗
船
基
準
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
操
縦
免
許
証
を
受
有
す
る
小
型

船
舶
操
縦
士
を
乗
船
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
資
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格
の
小
型
船
舶
操
縦
士
を
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
乗
船
さ
せ
、
か
つ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
又
は
期
限
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
条
件
を
満
た
し

て
お
り
、
又
は
そ
の
期
限
内
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

（
小
型
船
舶
操
縦
者
以
外
の
乗
船
）

第
二
十
三
条
の
三
十
九

船
舶
所
有
者
は
、
航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
機
関
長
又
は
通
信
長
を
乗
船
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
小
型
船
舶
と
し
て
政
令
で
定
め
る
小
型
船

舶
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
小
型
船
舶
操
縦
者
の
ほ
か
、
海
技
免
状
を
受
有
す
る
海
技
士
を
乗
船
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

○

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
（
抄
）

（
防
災
要
員
）

第
七
条

特
定
事
業
者
は
、
そ
の
特
定
事
業
所
に
係
る
自
衛
防
災
組
織
に
次
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
次
の
各
号
に
掲
げ

る
防
災
資
機
材
等
（
法
第
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
防
災
資
機
材
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
自

衛
防
災
組
織
に
、
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
防
災
資
機
材
等
（
第
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
次
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
規
定
す
る

防
災
資
機
材
等
に
代
え
て
備
え
付
け
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
各
一
台
、
各
一
基
又
は
各
一
隻
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
人
数
の
防
災
要
員

を
、
第
十
四
号
に
掲
げ
る
防
災
資
機
材
等
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め
る
人
数
の
防
災
要
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
十
一

（
略
）

十
二

第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
船

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
当
該
船
舶
に
乗
り
組
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
船
舶
職
員
又
は
同
法
第
二
十
三
条
の
三
十
一
の
規
定
に
よ
り
当
該
小
型
船
舶
に
乗
船
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
小
型
船
舶
操
縦
者
（
以
下
「
乗
組
船
舶
職
員
等
」
と
総
称
す
る
。
）
の
ほ
か
二
人

十
三
・
十
四

（
略
）

２
～
６

（
略
）

○

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
抄
）

（
自
衛
防
災
組
織
）

第
十
六
条

特
定
事
業
者
は
、
そ
の
特
定
事
業
所
ご
と
に
、
自
衛
防
災
組
織
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

４

特
定
事
業
者
は
、
そ
の
自
衛
防
災
組
織
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
自
衛
防
災
組
織
が
そ
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
化
学
消
防
自
動
車
、
泡
放
水
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砲
、
消
火
用
薬
剤
、
油
回
収
船
そ
の
他
の
機
械
器
具
、
資
材
又
は
設
備
（
以
下
「
防
災
資
機
材
等
」
と
い
う
。
）
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

（
略
）

○

船
員
職
業
安
定
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
）
（
抄
）

（
船
員
法
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

第
四
条

法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乗
組
み
派
遣
船
員
（
次
条
に
お
い
て
単
に
「
乗
組
み
派
遣
船
員
」
と
い
う
。
）
の
法
第
六
十
六
条
第
二

項
第
三
号
に
規
定
す
る
派
遣
就
業
に
関
し
船
員
法
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
八
十
九
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
船
員
法
の
規
定
の
技
術
的
読
替
え
は
、

次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
替
え
に
係
る
船
員
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
三
十
八
条

第
百
一
条
第
一
項
の
規
定

第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十

九
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。
）

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項

第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定

又
は
同
条
第
二
項
の
規
定

第
六
十
三
条

前
条
第
一
項
の
規
定

船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
さ
れ
る
前
条
第
一
項
の
規
定

第
六
十
六
条

第
六
十
四
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
の
規
定

第
六
十
四
条
の
規
定
並
び
に
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十

九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
十
五
条
の
規
定

第
七
十
四
条
第
四
項

第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
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又
は
同
条
第
二
項
の
規
定

第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
四
項

第
二
項
の
規
定

船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
二
項
の
規
定

第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項

第
三
項
の
規
定

船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
三
項
の
規
定

第
八
十
八
条
の
三
第
四
項

前
項
の
規
定

船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
前
項
の
規
定

第
百
一
条
第
三
項

前
項
の
規
定

前
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
九
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）

第
一
項

第
一
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
九
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

第
百
四
条
第
二
項

前
項

前
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
九
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

第
百
七
条
第
三
項

前
二
項

第
一
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
九
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
前
項

第
百
七
条
第
四
項

第
一
項

第
一
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
九
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

第
百
十
二
条
第
二
項

前
項

前
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
九
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
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第
百
十
八
条
の
四
第
四
項

第
一
項

船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
さ
れ
る
第
一
項

第
百
二
十
一
条
の
三

第
百
四
条
第
三
項
の
規
定

第
百
四
条
第
三
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十

九
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。
）

第
百
二
十
一
条
の
四
第
二
項

前
項
の
規
定

前
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
九
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）

２

（
略
）

○

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
（
抄
）

（
契
約
の
内
容
等
）

第
六
十
六
条

船
員
派
遣
契
約
（
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
に
対
し
船
員
派
遣
を
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
当
事
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
船
員
派
遣
契
約
の
締
結
に
際
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
の
差
異
に
応
じ
て
派
遣
船
員
の
人
数
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

派
遣
船
員
が
従
事
す
る
業
務
の
内
容

二

派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
（
以
下
「
派
遣
船
舶
」
と
い
う
。
）
の
名
称
、
総
ト
ン
数
、
用
途
（
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
従
事
す
る
漁
業
の
種
類
を
含
む
。
）
及
び
就

航
航
路
又
は
操
業
海
域

三

船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
た
め
に
、
就
業
中
の
派
遣
船
員
を
指
揮
命
令
す
る
者
に
関
す
る
事
項

四

船
員
派
遣
の
期
間

五

基
準
労
働
期
間
（
船
員
法
第
六
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
労
働
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
労
働
時
間
及
び
休
息
時
間
に
関
す
る
事
項

六

安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
事
項

七

派
遣
船
員
か
ら
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
出
を
受
け
た
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
事
項

八

船
員
派
遣
契
約
の
解
除
に
当
た
つ
て
講
ず
る
派
遣
船
員
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項
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九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
船
員
派
遣
元
事
業
主
は
、
船
員
派
遣
契
約
で
あ
つ
て
外
国
船
舶
派
遣
に
係
る
も
の
の
締
結
に
際
し
て
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
外
国
船
舶
派
遣
に
係
る
派
遣
先
が
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
べ
き
旨
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
当
該
船
員
派
遣
に
係
る
派
遣
船
員
の
就
業
（
以
下
「
派
遣
就
業
」
と
い
う
。
）
が
適
正
に
行
わ
れ
る
た

め
に
必
要
な
措
置

３
～
６

（
略
）

（
船
員
法
の
適
用
に
関
す
る
特
例
等
）

第
八
十
九
条

派
遣
就
業
の
た
め
に
船
員
法
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
舶
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に
「
船
舶
」
と
い
う
。
）
に
乗
り
組
む
派
遣
船
員
で

あ
つ
て
、
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
乗
組
み
派
遣
船
員
」
と
い
う
。
）
の
派
遣
就
業
に

関
し
て
は
、
当
該
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
も
ま
た
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
し
て
、
同
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
並
び
に
船
員
法
第
六
十
七
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
船
員
に
対
す
る
休
日
及
び
有
給
休
暇
」
と
あ
る
の
は
、
「
船
員
に
対
す
る
休
日
」
と
す

る
。

２

乗
組
み
派
遣
船
員
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
は
、
乗
組
み
派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
も
ま
た
当
該
乗
組
み
派
遣
船
員

を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
、
当
該
乗
組
み
派
遣
船
員
を
当
該
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に
も
ま
た
使
用
さ
れ
る
船
員
と
み
な
し
て
、
船
員

法
第
六
十
七
条
の
二
（
第
四
項
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
労
務
管
理
責
任
者
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
先
の
船
舶
所
有

者
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
さ
れ
る
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
労
務
管
理
責
任
者
」
と
、
「
休
日
又
は
有
給
休
暇
の
付
与
、
乗
り
組
む
船
舶
の
変
更
」
と
あ
る
の
は
「
休
日
の
付
与
」
と
、

「
船
舶
所
有
者
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
同
項
の
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
前
項
の
措
置
」
と
す
る
。

３

乗
組
み
派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
に
関
し
て
は
、
当
該
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
も
ま
た
当
該
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所

有
者
と
、
当
該
乗
組
み
派
遣
船
員
を
当
該
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に
も
ま
た
使
用
さ
れ
る
船
員
と
み
な
し
て
、
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一

項
及
び
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
そ
の
他

の
船
内
作
業
に
よ
る
危
害
の
防
止
及
び
船
内
衛
生
の
保
持
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
他
の
船
内
作
業
に
よ
る
危
害
の
防
止
及
び
船
内

衛
生
の
保
持
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乗
組
み
派
遣
船
員
に
関
し
て
は
、
当
該
事
項
の
う
ち
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
、
同
法
第
百
十
三
条
第
二
項
中
「
船
舶
所
有
者
（
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
所
有
者
（
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
を
含
み
、
」
と
、

「
船
舶
所
有
者
を
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
所
有
者
（
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
を
含
む
。
）
を
」
と
す
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
け
る
そ
の
使
用
す
る
船
員
を
派
遣
就
業
の
た
め
に
船
舶
に
派
遣
し
て
い
る
船
舶
所
有
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
派
遣
元
の
船
舶
所
有
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者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
（
同
項
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
他
の
船
内
作
業
に
よ

る
危
害
の
防
止
及
び
船
内
衛
生
の
保
持
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
他
の
船
内
作
業
に
よ
る
危
害
の
防
止
及
び
船
内
衛
生
の
保
持
に

関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乗
組
み
派
遣
船
員
に
関
し
て
は
、
当
該
事
項
の
う
ち
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

５

乗
組
み
派
遣
船
員
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
は
、
乗
組
み
派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
み
を
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使

用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
し
て
、
船
員
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
基
準
法
第
七
条
並
び
に
船
員
法
第
三
十
六
条
第
三
項
、
第
三
十
七
条
、
第
六
十
二

条
（
同
法
第
八
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
五
条
の
二
第
三

項
（
同
法
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
、
同
条
第
三
項
（
同
法
第
八
十

八
条
の
二
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
七
条
第
三
項
、
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
、
第
八
十
五
条
第
二
項
、
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
同
条
第
三
項
（
漁
船
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
八
条
、
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
八
条
の
四
、
第
八
十
八
条
の
六
、
第
八
十
八
条
の
七
並
び
に
第
百
十
八
条
の
四
第
三
項
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に

基
づ
く
命
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
そ
の
使
用
す
る
」

と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
（
以
下
単
に
「
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
使
用
す
る
」

と
、
同
項
並
び
に
同
法
第
六
十
五
条
及
び
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
（
同
法
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
こ
れ
を
国
土
交

通
大
臣
に
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
」
と
、
同
法
第
六
十
五
条
及
び
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
（
同
法
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
そ
の
使
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
が
そ
の
使
用
す
る
」
と
、
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
船
内
で
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
、
あ
ら
か
じ
め
、
船
内
で
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
に
申
し
出
た
場
合
」
と
、
同
法
第

八
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
制
限
を
超
え
て
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
」
と
あ
る
の
は

「
あ
ら
か
じ
め
、
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
制
限
を
超
え
て
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
に
申
し
出
た
と
き
」
と
、
同
条
第
六

項
中
「
そ
の
休
息
時
間
を
同
項
の
協
定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
を
船
舶
所
有
者
に
申
し
出
て
」
と
あ
る
の
は
「
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
休
息
時
間
を
同
項
の
協
定

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
を
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
に
申
し
出
て
」
と
、
同
法
第
八
十
八
条
の
三
第
三
項
中
「
次
に
掲
げ
る
申
出
を
し
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
、

あ
ら
か
じ
め
、
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
に
次
に
掲
げ
る
申
出
を
し
た
場
合
」
と
、
同
法
第
八
十
八
条
の
四
第
二
項
中
「
同
項
本
文
の
時
刻
の
間
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は

「
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
本
文
の
時
刻
の
間
に
お
い
て
」
と
、
「
申
し
出
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
に
申
し
出
た
場
合
」
と
す
る
。

６

乗
組
み
派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
に
関
し
て
は
、
当
該
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
み
を
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者

と
み
な
し
て
、
船
員
法
第
六
十
九
条
、
第
七
十
条
（
同
法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
条
、
第
八
十
一
条

第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
二
条
の
二
、
第
百
十
七
条
の
二
か
ら
第
百
十
八
条
の
四
ま
で
並
び
に
第
百
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定

に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る
。

７

派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
は
、
船
員
派
遣
を
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
所
有
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
船

員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
が
当
該
船
員
派
遣
に
係
る
船
員
派
遣
契
約
に
定
め
る
派
遣
就
業
の
条
件
に
従
つ
て
当
該
船
員
派
遣
に
係
る
派
遣
船
員
を
作
業
に
従
事

さ
せ
た
な
ら
ば
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
同
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
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定
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
同
法
第
六
十
二
条
（
同
法
第
八
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
五

条
の
二
第
三
項
（
同
法
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
同
条
第
三
項
（
漁
船

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
八
条
、
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
八
条
の
四
並
び
に
第
八
十
八
条
の
六

の
規
定
若
し
く
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
同
法
第
六
十
九
条
、
第
七
十
条
（
同
法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
八
十
条
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
二
条
の
二
並
び
に
第
百
十
七
条
の
二
か
ら
第
百
十
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
又
は
こ
れ

ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
（
次
項
に
お
い
て
「
船
員
法
令
の
規
定
」
と
い
う
。
）
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
に
お
い
て
は
、
当
該
船
員
派
遣
を
行
つ
て
は
な

ら
な
い
。

８

派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
が
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
（
当
該
船
員
派
遣
に
係
る
乗
組
み
派
遣
船
員
に
関
し
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
さ
れ
る
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に
お
い
て
当
該
船
員
法
令
の
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
に
限
る
。

）
は
、
当
該
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
は
当
該
船
員
法
令
の
規
定
に
違
反
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
船
員
法
第
百
二
十
九
条
か
ら
第
百
三
十
一
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
す

る
。

９

前
各
項
の
規
定
に
よ
る
船
員
法
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
及
び
第
七
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
の
規
定

」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
及
び
第
七
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
七
十
一
条
第
一
項
中
「
第
六
十
条
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
の
規

定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
七
十
六
条
中
「
与
え
て
い
る
と
き
」
と
あ
る
の
は

「
与
え
て
い
る
と
き
（
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
が
与
え
て
い
る
と
き
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
八
十
八
条
の
二
中
「
第
六
十
一
条
、
第
六
十
四
条
か
ら
第
六
十
五
条
の

二
ま
で
、
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
、
第
六
十
六
条
、
第
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
七
十
一
条
か
ら
第
七
十
三
条
ま
で
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
、
第
六
十

四
条
か
ら
第
六
十
五
条
の
二
ま
で
、
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
、
第
六
十
六
条
、
第
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
七
十
一
条
か
ら
第
七
十
三
条
ま
で
の
規
定
（
船
員
職
業
安

定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
八
十
八
条
の
五
中
「
前
三
条
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
前
三
条
の
規

定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
百
十
二
条
第
一
項
中
「
こ

の
法
律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
二
条
、
第
百
六
条
、
第
百
七
条
第
一
項
、
第
百
十
一
条
、
第
百
十
二
条
第
二
項
、
第
百
十
三
条

第
一
項
並
び
に
第
百
十
八
条
の
四
第
四
項
中
「
船
舶
所
有
者
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
所
有
者
（
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
一
条
第
二
項
中
「

前
項
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
三
条
第
一
項
、
第
百
四

条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

）
」
と
、
同
法
第
百
四
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法

第
百
五
条
中
「
こ
の
法
律
及
び
労
働
基
準
法
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
労
働
基
準
法
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
法
律
が
適
用
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
六
条
中
「
こ
の
法
律
に
基
い
て
発
す
る
命
令
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
に
基
い
て
発
す
る
命
令
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
八
条
中
「
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
の
違
反
の
罪
」
と
あ
る
の
は
「

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
違
反
の
罪
（
同
条
第
八
項
の
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規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
第
百
二
十
九
条
か
ら
第
百
三
十
一
条
ま
で
の
規
定
の
罪
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
八
条
の
二
中
「
第
百
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
十
三
条
第
一
項

中
「
労
働
基
準
法
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
、
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
基
準
法
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ

ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
「
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
の
協
定
を
記
載
し
た
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

五
条
の
三
第
三
項
の
協
定
を
記
載
し
た
書
類
（
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
に
あ
つ
て
は
、
乗
組
み
派
遣
船
員
に
係
る
労
働
協
約
、
就
業
規
則
並
び
に
第
三
十
四
条
第
二
項
、

第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
五
条
及
び
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
の
協
定
を
記
載
し
た
書
類
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
百
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
こ
の
法
律

に
基
づ
く
命
令
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
船
内
苦
情
処
理
手
続
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
が
定
め
る
船
内
苦
情
処
理
手
続
」
と
、
同
法
第
百
二
十
条
中
「
こ
の
法
律
に
基
い
て
発

す
る
命
令
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
に
基
い
て
発
す
る
命
令
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び

に
同
条
第
八
項
の
規
定
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る
。

前
各
項
の
規
定
に
よ
る
船
員
法
の
特
例
（
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
百
十
七
条
の
二
か
ら
第
百
十
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
つ

10
い
て
は
、
乗
組
み
派
遣
船
員
が
同
居
の
親
族
の
み
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
（
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使

用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
さ
れ
る
者
を
除
く
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
又
は
家
事
使
用
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

同
一
の
家
庭
に
属
す
る
者
の
み
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
さ
れ
る
者
を
除
く
。
）
に
使

11
用
さ
れ
る
乗
組
み
派
遣
船
員
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
は
、
船
員
法
第
七
章
、
第
八
十
五
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
本
文
並
び
に
第
九
章
の
二
の
規
定
（
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
適
用
し
な
い
。

船
員
派
遣
契
約
が
船
員
派
遣
契
約
の
解
除
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
船
員
派
遣
契
約
に
係
る
乗
組
み
派
遣
船
員
の
雇
入
契
約
は
、
終
了
す
る
。

12

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
船
員
法
及
び
同
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
技

13
術
的
読
替
え
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
命
令
で
定
め
る
。

○

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）
（
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
条

文
）

（
船
内
苦
情
処
理
手
続
）

第
百
十
八
条
の
六

船
舶
所
有
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
船
内
苦
情
処
理
手
続
（
船
員
が
航
海
中
に
船
舶
所
有
者
に
申
出
を
し
た
こ
の
法
律
、
労

働
基
準
法
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る
事
項
並
び
に
船
員
の
労
働
条
件
等
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
苦
情
を
処
理
す
る
手
続
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
・
③

（
略
）

④

船
舶
所
有
者
は
、
第
一
項
の
苦
情
の
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
船
員
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
の
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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○

海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
四
号
）
（
抄
）

附

則

（
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
海
上
運
送
法
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
海
上
運
送
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を

受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
許
可
に
係
る
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
（
総
ト
ン
数
（
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
ト
ン
数
を
い
う
。
）
二
十
ト
ン
未
満
の
船
舶
の
み
を
そ
の
用
に
供
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
小
型
船
舶
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
」

と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
を
営
ん
で
い
る
も
の
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
、
第
一
号
許
可
（
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
海
上
運
送
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
新
海
上
運
送
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
第
一
号
許
可
を
い
う
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
海
上
運
送
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
許
可
に
係
る
小
型
船
舶
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
を
営
ん

で
い
る
も
の
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
そ
の
者
が
当
該
期
間
内
に
当
該
許
可
に
係
る
航
路
に
つ
い
て
第
一
号
許
可
の
申
請
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
申
請
に
つ
い
て
第
一
号
許
可
の
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間
又
は
そ
の
者
が
当
該
期
間
内
に
第
五
項
の
認
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
に
つ
い
て

認
可
若
し
く
は
認
可
の
拒
否
の
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間
）
は
、
第
二
号
許
可
（
新
海
上
運
送
法
第
二
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
第
二
号
許
可
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
な
い
で
も
、
引
き
続
き
当
該
小
型
船
舶
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
小
型
船
舶
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

小
型
船
舶
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
係
る
航
路
ご
と
に
、
新
海
上
運
送
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
同
条
第
三
項
第
二
号
に
規

定
す
る
安
全
人
材
確
保
計
画
を
添
付
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
・
７

（
略
）

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。


